
　
市
の
高
齢
化
率
は
、
31
・
６
㌫
（
６
月

１
日
現
在
）。
こ
の
数
値
は
今
後
、
さ
ら

に
高
ま
る
と
と
も
に
、
医
療
と
介
護
の
両

方
が
必
要
な
人
が
増
え
る
こ
と
も
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
市
で
は
、
平
成
28
年
に
三

股
町
や
都
城
市
北
諸
県
郡
医
師
会
と
協
働

で
都
城
市
・
三
股
町
在
宅
医
療
・
介
護
連

携
推
進
協
議
会（「
在
宅
ぼ
ん
ち
ネ
ッ
ト
」）

を
設
立
。
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
高
齢
者

が
最
期
ま
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
在
宅
医
療
・
介
護

連
携
推
進
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
本
事
業
を
推
進
す
る
「
在
宅
ぼ

ん
ち
ネ
ッ
ト
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

　
　
◎
問
い
合
わ
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支
援
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み

支
援
セ
ン
タ
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取
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組
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「
在
宅
ぼ
ん
ち
ネ
ッ
ト
」
で
は
、
医
療

や
介
護
の
専
門
職
の
た
め
の
相
談
窓
口
と

し
て
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
を
設
置
。
在
宅
医
療
と
介
護
を
結

ぶ
拠
点
と
し
て
地
域
の
医
療
や
介
護
サ
ー

ビ
ス
提
供
者
の
連
携
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
在

宅
医
療
や
看
取
り
な
ど
を
テ
ー
マ
に
「
し

あ
わ
せ
出
前
講
座
」
を
同
セ
ン
タ
ー
職
員

が
講
師
と
し
て
実
施
。
受
講
者
に
は
、
エ

ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
無
料
で
配
布
し
て

い
ま
す
。

　
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
（
都
城
市
北
諸
県
郡
医
師
会
内
）
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０
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９
時
～
16
時
対
応
。
土
・
日
曜
日
、
祝

日
除
く

地
域
の
医
療・

地
域
の
医
療・

介
護
情
報
を
発
信

介
護
情
報
を
発
信

　

令
和
３
年
に
、
新
し
く
「
在
宅
ぼ
ん
ち

ネ
ッ
ト
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
。
市

内
や
三
股
町
内
の
医
療
や
介
護
施
設
を
地

区
ご
と
に
検
索
で
き
る
な
ど
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
知
り
た
い
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。

【
主
な
掲
載
内
容
】

•
医
療
・
介
護
資
源
マ
ッ
プ

•
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
紹
介

•
し
あ
わ
せ
出
前
講
座

※�

地
域
の
自
治
公
民
館
な
ど
で
開
催
す
る

出
前
講
座
の
内
容
を
紹
介

•
在
宅
ぼ
ん
ち
ネ
ッ
ト
の
活
動
紹
介

※�

地
域
で
開
催
し
た
講
演
会
や
研
修
会
を

紹
介

注目
topic

都城市・三股町版エンディングノート
「想いを紡ぎ　心を繋ぐノート」

　「在宅ぼんちネット」では、
都城市・三股町版のエンディ
ングノート「想いを紡ぎ　心
を繋ぐノート」を作成し、配布
しています。ノートには、「自
分で食事できなくなったとき
のこと」「呼吸が苦しくなった
ときのこと」などの項目ごとに、

希望する医療・介護の方法を記すことができます。
　また、家族で「もしものとき」を考えるきっかけ
になるよう、治療やケアの際に難しい決断を行っ
た本人や家族などのメッセージをまとめ、体験談
集として配布しています。
　元気なうちから、「最期をどのように過ごしたい
か」「何を大切にしたいか」を考え、周囲の大切な人
と話し合ってみませんか。

◉配布場所　在宅医療・介護連携相談支援センター、
各地区地域包括支援センター、介護保険課、市内
や三股町内の医療機関 在宅ぼんちネット

ホームページ

―医療と介護の連携―

住み慣れた地域で、
最期まで自分らしい暮らし

訪
問
型
短
期
集
中
予
防
サ
ー
ビ
ス

訪
問
型
短
期
集
中
予
防
サ
ー
ビ
ス

　

口
腔
機
能
や
栄
養
状
態
の
改
善
を
目
的

に
、
歯
科
衛
生
士
や
管
理
栄
養
士
な
ど
が

３
カ
月
間
、
利
用
者
宅
を
訪
問
し
、
指
導

し
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
、
他
の
サ
ー
ビ

ス
と
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
利
用
で
き
ま
す
。

◉
対
象
者　
①
②
を
満
た
す
人

①
要
支
援
１
·
２
ま
た
は
事
業
対
象
者

②�

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
自
立

し
た
生
活
が
見
込
ま
れ
る
人

◉
料
金　
無
料
（
昼
食
代
な
ど
別
途
必
要

な
場
合
あ
り
）

◉
期
間　
原
則
３
カ
月
（
最
大
６
カ
月
）
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通
所
型
短
期
集
中
予
防
サ
ー
ビ
ス

通
所
型
短
期
集
中
予
防
サ
ー
ビ
ス

　

理
学
療
法
士
や
作
業
療
法
士
な
ど
の
リ

ハ
ビ
リ
専
門
職
が
、
運
動
機
能
の
評
価
を

行
い
な
が
ら
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て

集
団
・
個
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
機
能
訓

練
を
３
カ
月
間
集
中
的
に
実
施
。

　

日
常
生
活
に
お
け
る
困
り
ご
と
を
、
自

分
自
身
で
解
決
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
ま

す
。

　
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

は
、
全
国
一
律
の
介
護
保
険
制
度
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス
と
は
異
な
り
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
て
市
独
自
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
そ
の
中
で
、
市
で
は
、
令
和
２
年
度
か

ら
「
短
期
集
中
予
防
サ
ー
ビ
ス
」
を
実
施

し
、
高
齢
者
の
介
護
予
防
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
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訪
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短
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集
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予
防
サ
ー
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口
腔
機
能
や
栄
養
状
態
の
改
善
を
目
的

に
、
歯
科
衛
生
士
や
管
理
栄
養
士
な
ど
が

３
カ
月
間
、
利
用
者
宅
を
訪
問
し
、
指
導

し
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
、
他
の
サ
ー
ビ

ス
と
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
利
用
で
き
ま
す
。

◉
対
象
者　
①
②
を
満
た
す
人

①
要
支
援
１
·
２
ま
た
は
事
業
対
象
者

②�

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
自
立

し
た
生
活
が
見
込
ま
れ
る
人

◉
料
金　
無
料
（
昼
食
代
な
ど
別
途
必
要

な
場
合
あ
り
）

◉
期
間　
原
則
３
カ
月
（
最
大
６
カ
月
）

サ
ー
ビ
ス
利
用
は

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
く
だ
さ
い

•
姫
城
・
中
郷
地
区

　

☎
26

−

８
３
３
９

•
妻
ケ
丘
・
小
松
原
地
区

　

☎
23

−

９
７
１
２

•
五
十
市
・
横
市
地
区

　

☎
57

−

６
７
６
７

•
祝
吉
・
沖
水
地
区

　

☎
26

−

４
２
１
２

•
志
和
池
・
庄
内
・
西
岳
地
区

　

☎
45

−

４
１
８
０

•
山
之
口
・
高
城
地
区

　

☎
29

−

１
６
８
２

•
山
田
・
高
崎
地
区

　

☎
45

−

８
４
１
１

リハビリデイサービス
暮らシャキッ（上水流町）

理学療法士
猿渡　大介さん

利用者

奥田　ミキさん
（庄内町）

　「ワンライフ（一度
きり）の人生をイキイ
キ暮らす支援」をモッ
トーに、病気や身体
が不自由な人に体と

心を元気にする心のこもったリハビリを提供
しています。
　短期集中予防サービスでは、各利用者の目
標と期間に合わせて、細かく段階を踏みなが
ら、利用者に合わせた機能訓練などのプログ
ラムの提供を行っています。また、サービス
終了後、地域で元気に過ごせるよう、利用者
に今後の過ごし方などの助言を行い、自らの
健康づくりに役立ててもらっています。体力
の衰えなど、身体に不安を感じる方は、半日
体験などもありますので、気軽に相談ください。

　腰椎の骨折後、歩
行に支障が出たこと
から短期集中予防
サービスを利用しま
した。利用前は不安

でしたが、スタッフの皆さんが親身になって
接してくれたことで、安心して通うことがで
きました。
　サービス利用前は、自宅から公民館まで歩
くのに３、４回は休憩が必要でしたが、サー
ビス利用後の今は１回も休まずに往復できる
ようになりました。また、「こけないからだづ
くり講座」などに参加しながら今も継続して健
康づくりに励んでいます。知人からも「元気に
なった」と言われ、短期集中予防サービスの利
用が今の充実した生活につながっています。
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